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諸　 言

　近年食生活 ‘う向 L に ともなつ て罪，鶏肉な ど の 需要 が

老激 に 高 ま 1］’そ の 結果 ＝ ワ ト リの 飼養羽 数 は 年 々 増 加

の i冨i向を 示 して い る
lt ．

　従来，農家 の 副業 と して rは ろ ヒ ナ ．．あ る い は 厂あ き

ビ ナ ーと”
・わ れ た ご と く，存秩 の 2 回 環〜化が 行なわ れ （

きた が ．最近 は 養鶏業の 或 長 に よつ て ヒ ナ の 需要 も増大

して きた た め ，鬢 化 事業 もそ の 規 膜が 拡大 され 集約 化 の

傾 向 が 顕 著 に な つ て きて い る．そ して 大型の 孵卵器 を 使

用 し．年 間を通 じて 多数 の ヒ ナ が 生産 され る よ うに な

鵜 孵 化業 は 独 立 し た 職楽 と して 成 り立 つ よ うに な つ

た
： ）．

　最 迂われわ ？n　；
’
　
“．．こ の 髻化に 従事す る と呼 吸 因 難 発1

’
1を

津に す症倒お よ び ヒ ナ の 育雛場 の 近 くで 召事をす る と呼

吸困難発作を お こ す 症働 の あ る こ とを知 り，種 々 検索 し

た 結 果 こ 卸 ら の 症 例が 二7 ト リの ヒ ナ の 羽毛 を 起囚抗鋲

とす る吸入性 ア レル ギ ー一憧鵠息で あ る こ とを確 か め え た

の で ヒ ヨ コ 喘 慧 辷命名 し ，こ こ に 職業性腸息の 1 つ と し

て 報告す る ．

1痘

　患者 ： s ．M ，6〔1　？
’

男　唇 に場長 、

　家 族 墜 ： ．19N が 32 ．乎
．
で
’
ξ管支瑞，守死 言 て い こ．員 外特記

す べ きこ ．
．
二 な し．

　既住歴 ： 2δ才の 晴飽弾破片に よ 「♪ 卜頻 ，胸 腹都，四 1技

に 負傷 し 一 裟傷風をfA・発 した こ ，辷が あ る が ， 他 に 特記す

べ き こ とは な い ，

　 t 訴 ： 呼 吸 困難 発i乍，

　境病 鬘…：昭禾日37ttl　4 ．月よ り養萋r…場 て｝ 1 「］2 、3 号き間曳参

務す る よ うに なつ た が ，杓 4 年間 自寛的に 異常 は なか つ

た ．昭和41年 4 月 よ ‘｝ 1 口 8時聞薪化場 で 勤務す と、よ う

に な つ た が 、約 1 力 日蛋 孵 化場 で 仕事を す る と時 々 咳蹴

や 喉 の し め つ けられ る 感 こが み とめ られ，と くに 飲 酒 ，

喫蓬 嬉 に 強 く み とめ ら れ る よ うに な つ た ，昭祁 43年頃 か

転 し だ い に 咳 歎 に 続 い て 喘鳰 が み ら勲 る よ うに な り，

昭 和44年 8 月 と 昭和45年 5 月に は 激 しい 呼吸困難発作を

お こ し た ．彫 和45 年 6 月交 通 事故 で む ち うち 症 に なつ た

た め 自宅 で 鞄 2 ヵ 月問 休養 し 9月 よ り孵化場 へ 出勤 した

と 二 ろ ．孵化場内；こは い る と咳 や 購鳴 が お こ り，そ の 夜

ば と ・1｝こ呼吸困難感力竃強 い こ とに 気 づ い た ．昭智45年12

月 ヒ ヨ コの 羽毛 の 付着 した ビ ニ ール を 取 ウ扱 い ，大 量 の

羽 毛繦 片 を 吸 い こ ん だ 直倭 ，著明 な 呼 吸 羅難発作 を お こ

した ．昭和46年 1 月20目に ヒ ヨ コ の 羽毛を起囚抗原 とナ

る 気管攴艦息を 疑 わ れ ，精査 の た め 桐生厚生総合病院 ヘ

フ丶鬘完 L た ．

　入 疏時所見 ： 入 院時呼 吸 困難な く，栄 養体格中等，顔

貌止常 ，脹拍毎分 72、整，砲圧 MO 、’7肋 m   ，呼吸数毎分

21，眼験眼球結鎮 に 貧血 ，黄疸 をみ とめ ず，鼻腔咽頭 舌

は 正 常 ，甲状藻の 腫火 な く，胸腹部 は 理学的に 異常を み

とめ ず ，左前腕 に 負傷に よ る癰莫を み とめ る も鍵反射 は

正 常に 保た れ，下 肢 に 浮 涯 を み とめ なか っ た ．

　検査所．見 ： 皿 色素量 16．egidl ，赤血球数 553万 ， 栓球

菽 155，000，白血 球数 14，300，自 血 球百分率で は 捍状球

3 ％・分節球 81タLt− ， ン パ 球 1696で 好 塩 墓 球 ，好 醗球，

中」求は 0 ％で あ つ た ．挨便 で は 蝕 蠹仮 応陽性 で あ つ た

が 虫郡 を み と 二
：
〉ず，bk　1，i

’
で 異 嵩所 旦 な く，肝機能，亅顛青

蛋ヂi頒 両 臨 血清電解質偵な どは い ずれ イ丿．rE 常薩を 示 し

た ．ま た 応 清免寝 グ P 　 7
’
リ ン も IgG　gCI〔）1：i9紐 ，　 IgA　3卿

n．g　
−di，　 igM 　q5r眠 烈 とそ れ ぞれ 正常範壓内に あ つ た ．胸

謬 X 隷縁 （写貝 1） で 絢擘 お よ び肺 に 数偶 の 砲弾破斤 を

み と め 、左 鋳 旨下 に 結該様 の 4・陰影 を，また石下肺 野 に

気管支拡張漾 の 陰影 をみ と め た ．心電図 に は 異常 な く，

縦 幾能検査で は Gaenste・ の 正秒率 が 6G，2鬼 と低下 し て

い た 他 は 異常 は な か つ ナニ ，

　莚 倒 1 に つ い て わ れ わ れ ．は ト記 の ア レ ．・L・　｝
’
　一学的検査
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表 1　 皮 内 反 癒 成 績 〔症例 1 ）

写 真 1 ．　 症例 1 の 胸部 X 線写真，

を 行なつ た ．

　 1， 使用抗原

　 a ．ヒ ヨ コ 羽毛抽 出 液 は 次 の ご と き操 作で 作製 した ．

1）　 エ ーテ ル 脱脂，2）　 ヒ ヨ コ 羽 毛の 20倍量 （w ！v ） の

蒸留水 で 24時間抽出 （4 ℃ ），3） 生理的食塩水 で 透析．

以 上 の 操作に よつ て作製 した もの を ヒ ヨ コ 羽毛 の 20倍抗
・
！

原液 と した ．ま た 鶏糞に つ い て も同様 の 方法 に よ り抗原

液を作製 した ．

　 b ．そ の ほ か 必要 に 応 じて 使 fHした抗原液 は い ずれ も

市 販 の 診断 用 ア レ ル ゲ ソ 液 0・リィ ） で あ る ，

　2 ， 皮内反応

　皮内反 応は Gottlieb大沢らの 基準
3）
に した が い ， 対照

との 差が注射後 15分 で 発赤 IOIInT以 上 ， 膨疹 51m似 上 を 陽

性 と判定 した ．成績 は 表 1 に 示 した ご と く，
ヒ r＝ コ の 羽

毛抽出液1000倍， 100倍 に 明 らか に 陽性を示 した ，そ の

ほ か室内塵，綿塵，カ ン ジ ダ ，
ヒ メ ガ マ

， ブ タ ク サ な ど

も陽性 で あつ た が ， 鶏糞，羽毛 （ト リ イ），卵自，卵黄な

どで は 陰性 で あつ た ．

　 3，　吸フ、言歪｝発試験

　あ らか じめ 呼吸困難や胸部 に 理学的異常所見 の ない こ

とを確 か め 1秒肺活量 を測定 し ，
つ い で ヒ コ コ 羽毛抽出

液 （1，000倍）2ml を ネ ゾ ラ イ ザ ーで 吸 入 せ し め た と こ

ろ ，吸 入直後 に 咳嗽 と呼吸困難感を訴え胸部の 聴診 上 著

明 な 乾性 ラ 音 を 聴取 した ． 1秒肺活量 は 吸 入 前 に 比 し

46，1％ の 減少を 示 し （図 1 ）本試験 陽性 と判定 した ．

　ま た ，綿塵 （1，000倍液）2ml の 吸入を行なつ て も咳
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対

　　　　 　
稀 釈 倍 率 1
　 　 −　　 i

　 100 ×

工，00fi× 、
ユ，ooe×

］
，
000 ×

1
，
000 ×

1，000 ×

1，eoOx1

．，000 ×

10，000×

1D，000xi

！O，OOO× i
10

，
000x

10 ，000 ×

1，000×

1，000x1

，
000×

ユ，OOOX
工，00G×

1，000×

1
，
000×

　　発 赤 （膨 疹 ）

　24 × 24　（16 × 16）

　工4 × 14　（11 × 1］）

　 4x 　4 （4 × 　4）

　 4 × 4 （ 4× 4）

　 5 × 5 （4× 4）

　 4 × 4 （4× 4）
　 34× 34　（12×ユ2）

　27 × 27　（ユ4 × 14）

　16 × 16　（　9 ＞〈　9）

　 8 × 8 （8 × 8）

　 9 ＞〈　9 （9× 　9）

　 8× 　8 （8 × 　8）

　 9× 　9 （9× 　9）

　 37x37 　（工3 ×13）

　 ユ8 × 18 （］1 × 1ユ）

　 6x 　 6 （ 6× 6）

　 5 × 5 （5 × 5）

　 8× 8 （ 8 × 　8）

　 5x 　5 （5 × 5）

　 8× 8 （8 × 8）

　 4× 4 （4 × 4）
1

（　1　†）、月M，　）舌 量 〉

吸 入 前

吸 入 後

減 少

218Gcc
↑170cc46

、1％

「

i

　図 1 ，吸 入 誘発 試 験 （症 例 1）．（ヒ ヨ コ羽 毛 抗 原

液 ／，000Pt液2ml 吸 入 ）．
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1
…

　　　　　　　　 1
唄 入後 →

　　 ；

　　　　　
← 匸1最

：

騰

表 3　　Scratch　Test　（症 例 1）

抗 原 発赤 （膨疹 ）　；判 定

ヒ ヨ コ羽 毛 　 　20 ×

　　 〃 　　　　IOO ×

　　〃 　　 1，000 ×

綿　 　 　 壅 ユ，OOO ×

対　　　照 （生食 水 ）

…1D× 5 （1D × 3 ）

…10 × 4 （0 × 0 ）

…　9× 3　（　0＞（ 0 ）

…　9× 3　（　0＞（0 ）

｛9× 2 （ ・。 ・ ）

卅

十

十

十

量乏〕；F「

騒 人 月
・
；　　 　　 lf3Ci　c／Cl

r展入 後 　　　　1530 ¢ c

　 　 　 こ7 い．　　　
’
：∩ 9 」ば

　 　 　 　 　 　 　 」）・L ’！昌’

　　 罵 2 ．吸 入 諮 発 試 験（膏 例 丁），（綿 壅 抗 原 液 1，⊂〕輿

　 倍 液 2ml 吸 入 ），

戴，呼 吸 困難感を訴え ， 胸部 に 軽凌 の 乾性 ラ 膏 を 聴取 し，

1 秒量 も吸 入 前 に 比 し3G．3呉∫の 減 4身を が した 〔図 2 ）．

　つ ぎに 皮 iノゴ反 応 陽 性 で あつ た 室内塵 （10に，∩倍液），カ ン

ジ ダ （10，0i：］こ暗 液〉，ヒ メ カ マ （1加 O倍液），7
’
タ 、

ヶ サ

（1，00CI告液 ） を そ れ ぞ れ 靭 2ml 吸 人 せ しめ た が ，暇 7、

後何らの 自覚｛蓬状 もきた さず ，聴 診上 も甦性 ラ 音 をみ と

め ず，また 1 秒量 に つ い て も駁 入 前 と雪こく差 が み と め ら

．鳥 な か つ た．さ らに ・1時閥後 ，24詩閤後 に も榛索 した が

応池：堯拝潟二 まつ た く異”
’t’iを み、と・わ な カ・つ た ，

表 2　 Prick　Tcst （症 璃 1）

s・／・ 便

ヒ　ヨ　； 丿；・i毛 　　　　20 ×

　 　 〃 　　　　 ］OC，　×

　 　 ．・・　 　 　 1 ．o｛〕G ×

i潟　　　塵 LDOO 八

対 　　　照 （生 食 示 ）

　発 赤 （墜…疹）　 i判 定

6 ＞＜ 6 　〔3 × 3 ）　i　÷持

5 × 5 （Cs× の 　i　十

4x1 （。 × 。）
1

＋

・1 ＞〈 4 （OxG ）　i 十

・ ・ ・ … c ） i一

　 4．　 Prlck　 TesL

　 ヒ　ヨ
’1
羽 毛｝由｝娼濱 を 丿月：．・ノこ　prlck　t尸瓠 　　1ま　Neal　A、

Vanselow の 判定規 塰
4』

に し た が つ て 判定 ／．た ．表 2 に 示

すご と く ヒ ヨ コ 羽毛20倍液，1（10 倍液 ，1，
1］C 倍液 で 腸性

で あ つ た ．ま た 紹墜抑 00倍液 に つ い て も陽性を 小 し た ．

　 5．　 Scratcl11ヒ St

　 scratch 　test　も　Neal　 A、　 Vanselow の
ト
溶1走規準

く二i二 しナこ

が つ て判定 した ．表 3 に 示 す ご とく ヒ ヨ ．〜羽毛 20借液 ，

100倍液 ， LOOO 倍液 で 陽性を示 した ほ か 綿塵LOOO簡液

に つ い て も膓性 で あつ t ．

　 6 、　 Patch 　Test

　 と ヨ コ羽毛抗猿 20倍液 ， 100倍液お よ び ］，O  09． 液 を 用

い ，ト ll イの パ
ヅ 手 テ ス ト用絆創膏を使拜iし て バ

ッ チ テ

ス 1・を行なつ た．そ して 48時間後醤定 し た と こ ろ 対照 と

ま つ た く 差 が み とめ られ な か つ た ．

　7， 眼反応

　 ヒ ヨ コ 劇毛2G倍抗原液の 点眼 で 眼球結膜 の 充 血 ，痰痒

感が 出現 し 明 らか に 陽 性 で あつ た ． しか し綿塵 LG  efSi

液 の 点隈で は 陰性 で あつ た ，

　8． Prausnitz−Ktlstner反 応

　Pransniz −KUstner 反 Cl；：の 判定規準は Gottlieb 大沢ら

の 基準 餌 こ した が っ た ．す な わ ち対 照 に 比 し発赤 5   以

h．膨疹 3 鬧 以上 を 陽性 と判定 した ，成績 は 表 4に 示 す

表 4P ・・ u ・・ it・ −K 楓 ne ・ 反応 （症 例 1 ）

轍 鯖 　 髄 抗 原 　 …発 赤 （臨 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

患 者 血 清 × 　ヒ ヨ コ瓔 毛 IOO × …31× 30 （11x11 ）

患 者 孟血清 　× 　生 食 水 　　　　　　　！10 × 1e （4x 　4）

撫 驚 ニニ磨
1

梱 辣 ：姜ll
熱 処 理 患 者 血 清 X 　ヒ コ コ 羽 毛 … 7× 7 （DXb ）

熱 処 霆…躄鼠者 血 孛青　× 　三三 耋ミフ採　　　ヒ　4 × 　4 （4 × 　4）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

ご と く ，
L：　 U コ 羽毛抽 ll腋 に 対 し て 陽性を示 し，熱処遅血

清で は 陰性 を小 し た ．した か つ て本 症例 の 11LL中 1こ ヒ ヨ ＝

羽 毛抽出液 に 対 応 す る rc’agin を 証明 で きた もの と 考え

られ る ，また 錦 塵 LOO   倍液を使用 して Prausnitz−KUstner

反応 を 行 な う とや は り陽性 を 示 し た ．

　9、 中和試験

　吸 入 藷発試裳 で ヒ ヨ コ 羽 毛 と綿 塵 の 両 者 に 陽 鮎 で あつ

た の で 両 者 が 抗原 と L て 同一
の もの か 否か を み る た め 中

和試験 を行な つ た ．
’
ヒ ヨ コ 羽毛 お よ び 綿塵に skin 僞 し陰

挫者の 前腕 の じ り｝ うぶ ん に 離 れ た 2 ヵ 所（A と B ）に そ れ

N 工工
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表 5 　中 事」試 Sk （症例 1 ）

・ ・ 注 射隲 ｝・ 赤 醗 ）i驚 i・ 赤 ・膨 疹 ）

第 ・ 回
：
羽 毛 i23x23（12× IP

．
綿躍 iユ5 × 15（8 × 8）

第 2 澗 …羽 毛 ｝i了x17 （12 × 12）　締塵 i13× 13（7 × 7）

第 3 回
1
羽 毛 i7× 7（5 × 5）i篇鏖 i5× 5（5 × 5）

妬 4 同 　屑 毛 i5x　 5（3x 　 3＞　綿 麋 　5 × 5（3× 3）

第 5 回 i纏 i三2 ・ 12（8 ・ 8）i…羽 毛
、

14 ・ 14（1°・ ・。：〉

そ れ f 　 ll の 血 f日 0．1m1 を 皮内 注 射 し 24時間 倒 A に ヒ

ヨ コ 羽 毛抗 質液 ，B に 綿 塵拉原液 を t 人 注対 し た 月 果 ，

表 5 に 示す ご とく初 回 注射 で A
，
B ともに 陽性 で あつ た ，

さ らに 発下 ， 準疹 の 消失 し た の ち 2 ， 3 ，
4 回 の 汁射 で

完穿 二 陰性化 し た の を 確 か め た 簍， A に ｛ま蕃 塵抗 臣液

（ 1，000倍） 0．02ml ，　 B に は ヒ ヨ コ 羽 毛抗凛液　（100

倍 ） O、〇二lnl を 皮、lli｝射 し 15分 後の 判定 で A は 発赤 12x

正2mm，
’
韮／

’
多 8x8ren ，，　巫 t’ま癸／な14× 14［− 1，膨疹 10x 三〇亅jU「

f ち ワ，ヒ ヨ ：・羽 をと 「塵 とは 民 ．一の 抗 原 で は な い 二 と

を証明 て
’
きた ．以．ltの 険杏嘆績 こ よ 1）症例 ユ は ヒ ヨ コ 羽

毛 を ⊃因 抗原 とす る ア レ ル ギ ー性哺息で あ り，しか も隷

準
馳
こ も尼

一
　F　S2 ＿

一
（L・る こ とカN

’
わ め・

一
；・た ．

僅　 ll

　 患 春 ： Y ．H ．50才　 女　主 晦 ，

　豕 族 歴 ： 特記す べ きこ と な し．

　 重氈往歴 ： 手」 己すべ きこ と なこし．

　主訴 ： 呼喉 月難テー什．

　現 病歴 ： 約 10年 前 の 秋，と くに 誘 閃 と考 t ら勲 る もの

な しに 喘 鴨 を ともな う叮及陵難発作を お こ し た，そ の 後

紅 F丿、，こ な る と呼 吸 門 難 発作：を お こ す よ うに え
レ
），紹 醸

45年 8 月下 旬頃 エ リと くに 独 く喘
’
を と もな う呼吸困難

発作 を ご た し， 1．レ．の kw を うけ て い たか 軽快 せ ず ，そ

の た ・昭丁．45rri 自月29日当 ．iへ 結 宥治療 り R ［カで 入錠 し

た ，また ．二 の 頃 じん ま疹 が 出翼 す る よ うに なつ た ，な

お ， こ の 痙 例 が よ く使 用 す る 物干場 が 隣家 と の 境 に あ

り，数年来 一こ で 佳事をす る と好 吸困難発作 をきた しや

す い こ とに x
．
つ い た ．薩 塚 に は 篦界 に 接 して ヒ ヨ コ 舎 ，

鶏舎 お よび 豚舎 が あ
1
ハ また ヒ ヨ コ の ｛ 浴場 が あつ て 隣

f” の 壗界 監
，緬近 は ヒ ヨ コ の 羽．モな どが 飛散 し．，地面 が 白ぼ

くみ え ，また夏季 に は そ こ に 生 え て い る 柔 の 菓 の 表 鳶 も

自 くほ こ りが つ き蓑蚕に 佃
1
で ぎない 状態 で あ つ た ，

　入 院時斎見 ：入 院時喘 鳥を と もな う軽度 の 呼 吸 困 難発

作があつ た ．栄 莫 体格中等，顔貌正常 ， 脈 1｝
’
晦 分％ ，

整，」血圧 155∫98   H星，呼吸数毎分 24，眼験眼球結貘に

萱 血 轟湎 をみ とめ ず ，また 表在 リ ン パ 腺お よ び 甲状腺 の

腫大は なか つ た ．咽頭 に 発赤な く，舌，こ も異常 は な か つ

k ．胸部は 打診 E異常な く，聴診 上 わ ずか に ド肺野 ｝こ 乾

性 ラ 音が奮取 さ れ．た ．腹部は 理 学浄、に 異常所見な く，鍵

反 射 は 正
「
濡に 保 た れ， ド腿 に 浮腫 を み と め なか つ た ．

　検査所見 ： 【自［色素 量 13．29 日，庁 lf民球数 470万 ， 網状

．S 咽 域 4 鮎 ，栓 球数 249 ，0c，O，白血 藤数 7 ，geo，自1血球

百 分 率 て ば脚 ’ 球 53 分顛球40％ ， リ ソ パ 球 48％ ，好

酸 球 5 ％ ，好塩茎球 o ％，単球 296 で あつ た ，検 便検尿

で は 異常 汐 見 な く♪ 肝銭能検萱 r嫁肓電解質直 ♪ 血 清蚕白

分ITJ象 ， 女疫 電気泳動などは い ずれ も正 常 で あ り， 胸 胃

X 隷豫，心 電図に も 著変 を み とめ な か つ た ，血 沈 は 1時

闘値 1雛 醗，紬浅能検ぞ で ぱ Tiffeneau の 1秒率t≦3．　790，

Gaensler の i 秒‡ 59，7％ と 1 砂率 の 減少をみ とめ た ，

　 茫 射 且に つ ．・て わ れ わ 2Lは 下；し の ア レ ル ギ ー学的検査

を 行 な つ た ，

　 1． 建 1 抗 臼 は 症 配 1 と同 様に し
r
ぐえ られ た もの を使

用 した ．

　 2． 皮内反応

　 成 冨
．
は 表 6 に 示 した ご と く，ヒ ヨ コ 羽毛 に 明 らか に 陽

月を 示 し た が ，f、食 尿 ，　 L： ン 毛，カ ン ジ ダ に も砺 性 を 尓

した ，しか し啣 自，卵黄 ，鶏糞，鶏羽毛 （ト リイ ） に は

表 6　 ヒ内颪 応 戌績 （症例 丑）

抗 E−　 t 馨 囃 率

毛

白

黄

糞

A
ノ

毛

塵

塵

尿

毛

ダ

羽

　

　

勤

　

　

ジ

ニ

”

”

4

　

　

G
タ

内

　
蚕

ソ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

ヨ

　

　

　

　

　

　

　

て

ヒ

　

　

　

卵

卵

鶏

羽

ブ

室

寝

熟
・
・

カ

苅 照 （生 食 水 ）

　 　 100×

　 1． 0む×

19，0GOx 　i

ユOO，OOO ×

　1，0fiO× 　．
　1，000xl

、脚 。 i
llOOD × 1

撒 i
　 　 　 　 　 　

1
，
000 × 1

　 1，000＞く

　 1、000 ×

】O．000 ×

　 　 　 　 　 1

　　　　　ヨ

i 発 赤 （膨疹丿

i　60 × 42 （21 × 13）
　

i　49 × 45　（14＞く14）
1

i17。 エ5 （13・ ・3）

　 3x 　3 （2 ）く　2）

30 × 27　（12 × 1（｝）

29 × 26 （ 8× 　7）

G× o （3 ＞（ 3）

0×   （3 × 3）

5× 5 （2x 　2）
5× 　5 （2 × 　2）

6× 6 （6x 　 6）
O ×   （7 × 7）

6× 6 （6x 　 6）

9 ＞（　9 （9 × 　9）

］L2 × 9 （7 ×
”

t）
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陰 性 で あつ k ．

　 3， 眼反麻

　 ヒ ヨ コ 羽 毛 100倍 抗 原 液 を 限険 に 正滴滴下 し た と こ

ろ ， 対照 （生食水滴下） に くらべ 眼験球結膜の 発赤，癢

痒感 ，流涙を ぎた し、明 らか な陽 性 を 示 した ．

　 4， Prausnitz−KUstner 反応

　症例 H に つ い て の Prausnitz−KUstner 反 応の 成 績 は 表

7 に 示 した ご と く，ヒ ヨ コ 羽 毛 で は 陽性 を 示 し，熱処理

血清 で は 陰性を示 した 、

吸 入 誘発後456rnlに 低 ドし，減少率は 64，5％ で あつ た ．

な お 皮 内反 応 陽性 の カ ン ジ ダ，熟蚕尿 ，リ ソ 毛な ど の 抗

原液 に つ い て もそれぞれ 1，0130倍液 3ml を吸 入 させ た が

自他覚的 に 異常な く， 1秒肺活 量に も蠶 と ん ど 変化が み

られず ， それぞれ数時間経過を 観察 L た が ，特 記 すべ き

変化 を み とめ なか つ た ，

　以 hの 成績 か ら症 鬨 恥 ま ヒ ヨ ＝羽 毛を起 因 抗原 とす る

吸 入 性 ア レ ル ギ ー性 喘息で あ る と診断 した ．

　　　 表 7　 Prausnitz−K 曲smer 紋 応 （症 銚 且）

　　被 検 血 清　　　 惹 起抗 啄　　i 発 素 （膨疹）

患 者 血 清 × ヒ ヨ コ 羽 毛 100× 　　　｝
25 × 23 （11 × ll）

熱 処 理 患 者 血 清 × ヒ 1．コ羽 毛 ユoo× ie × e （5x5 ）

嬾 齲 。 … 　 羽 毛 1。Ox 　 i。× o （ 3。 3）

　 5．　吸 ヌ、誘発試験

　あ らか じめ 呼扱 困難な く，胸 部に 理 学的 に 異常所 見の

ない こ と を 確 か め て か ら ，1秒肺活量 を 諏 定 し，つ い で
．

ヒ ヨ コ 羽 毛20倍抗原液 を 約 2ml 吸 入 さ せ た と 二 ろ J 吸

入 直後 よ り咳嗽 と喘鳴 を と もなつ た 呼吸 困 難 が 出現 し

た ．胸 部 の 聽診上 全肺 野 に 著明な 乾性 ラ 音が 聴取 さll，

皮膚 は 紅潮 し，頚部に は じん ま疹 様発疹が 出現 し，眼 癖

を訴え ，眼結貘 の 充 血 や 薩涙 も み と め られ た ， 三秒肺活

量 は 図 3 に 示す ご と く 吸 入誘発前正285ml で あつ た の が

　　　　　　1
　　　 （1 秒 爺 活 量）

吸 入荊　　　　1285cc
日侵丿丶 誉耄　　　　 456 ⊂c

　　　　減 少 　 64．5％
　 　 　 　 　 　 1

　 図 3 ．扱 入 誘 発 試 験 〔症 詞 丑），（ヒ ヨ ＝ 羽 毛 抗 篆

液20倍 液 2．2ml 吸 入 ．）

考 　案

　人 間が ニ ワ ト リを 家 畜 と して 飼育 しは じめ た 歴史は 占

く，紀 元 前 王5世紀頃 の 文化遺産 で あ る殷虚 の 甲骨文 の な

か に は すで に ニ ワ ト リを あらわ す記 冒が み い だ され て い

る の で ，南方 ア ジ ア に 原産して 馴化 され た ニ ワ ト リ の 中

国 へ の 伝播 は す で に 二 の 頃 1こ は 行なわれ て い た と考え ら

れ る 、

　 わ が 国 の 古代遺物 の なか に ニワ ト リの 姿の で て く る の

lt，｝i墳時代の 植輪が 最初 で 、5 −− 6 世 紀 頃 に ニ ワ ト リ が

飼育 さ れ て い た こ とは確か で あ る ．

　
ニワ ト リは き まつ た 数 ま で 産卵す る と就巣 し卵を あ た

た め る 習 性 を もつ て い る が ，人 工 的な孵化 も昔か ら 行 な

わ れ・占代 ギ V シ ヤ の ア リス ト テ レ ス は 紀元前 400年頃

に は 卵を堆肥 の な か に 入 れ て 孵 化 L て い た と記 述 して お

り， 中国に も紀 元 前 246年 に 1ま炭火で 孵化 して い た とい

う記録が ある ．エ7世紀 trl−b葉 ，フ ラ ン ス 人 ユ ザ
ー

ノ L が は じ

め て 温湯式醇卵器を作 つ た の が 今 日 の 産業孵 化 の は じ ま

りで あ る とい わ れ て い る
6｝．

　今 H て は 卿化業 も集約化 され ，数千 羽 か ら数 万 羽 を
一一一

度 に 箏化す ろ よ うに な 1
），L か も四 季を通 じて 需要 が あ

る た め ，従来農家の 副 業 と し て 行 なわ 彳1 て い た 孵 化業 が

職業 と して 独立す る に い た つ て い Z，　：； ．

　農林省の 統 計に よ る と、昭 和44年わ が 国 で は 967 カ 所

の 孵 化 場 で 6億 2 千 6 百 万 羽 の ヒ ナ が孵化 され て い る ．

群馬県 で は 全 国の 2．3ヌぎに あ た る 1，400万羽 が 20 ヵ 所 の

孵化場 で 孵 化 され ，孵 化に 従事 し て い る もの は 約80名 と

推定され て い る
［’， が ， ヒ ヨ コ 惴息 の 発生率に つ い て は 現

在謂査中で あ り次 の 機会 に 報告 した い ，

　 ：・・VF り1ま爬虫類 か ら進 化 し た もの で あ り脚 に は ま だ

ウ n コ が あ るが コ＝− 91 ・りの 羽 毛も爬虫類 の ウ ロ ニ」 が 変

化 した もの と い わ れ て い る
1’ ． J一ワ ト リ の 羽 毛は 非常 に

軽 く，こ と に ヒ ヨ コ の 羽毛は 物理 的 に 容易 に 細片化 し，
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写 真 2 ．ヒ ヨ コ 羽 毛 細片顕微鏡 写 真，

写真 3 ．孵化場 内 景．

写真 2 に 示 す よ うに 5 〜6 ミ ク ロ ソ 以下 に もな り うる た

め ， 孵化場内 （写真 3 ） に お い て は 多量 の ヒ ヨ コ 羽毛細

片が浮遊 して い る ．

　 こ こ に報告した 症例 1 は孵化場 に 勤務 して お り， ヒ ヨ

コ 羽毛細片の 浮遊 し て い る 孵化場 に は い る と咳嗽 ，呼吸

困難感を招来し，ま た ある時 は ヒ ヨ コ の 羽毛 が た くさん

付着 し て い る ビ ニ
ー

ル を ひ ろ げ る際 吸 入 して ， そ の 直後

咳嗽 に 続 い て 強 い 呼吸困難発作 お こ した ．こ れ ら の事実

か ら こ の もの が ヒ ヨ コ の 羽毛 の 吸 入 に よ り惹起 され た ア

レ ル ギ ー
性 喘息で は ない か と考え ，種 々 の 検索を行なつ

た ，

　そ の 結果， ヒ ヨ コ 羽毛抽出液 に 対 して ， 皮内反応 ，

prick　test
，　 scratch 　test

， 眼反応 お よ び吸入 誘発試験 の す

べ て に 即時型陽性 を 示 し ，
Prausnitz　Kilstner反 応 （以下

PK 反応 と記す ） で ヒ ヨ コ ．羽毛 に 対応す る reagin を 証

明 しえた ．ま た綿塵 に つ い て も，皮内反応，prick　 test
，

scratch 　test
，　 PK 反応 ，畷入誘発試験 で 陽性を示 した．

しか し皮 内反応 で 陽性 を 示 した 室内塵 ， 綿塵 ， カ ン ジ

ダ，ヒ メ ガ マ な ど の 抗原液吸入 に よ つ て は ，なん ら の 症

状 も惹起 し な か つ た ，した が つ て 木 側 は ヒ ヨ コ 羽毛に よ

つ て お こ された 吸入性 ア レ ル ギ ー性喘息で あ る こ とは疑

い の な い と こ ろ で あ り，しか も綿塵も起囚抗原で ある こ

と が 確認 され た ．

　つ ぎに 症例 皿 に つ い て は ， 家庭 の 主婦 で 濱接孵化場 に

ぽ 関係な い が ， 隣家 で 孵化直後 の ヒ ナ を育 て て お り，隣

家に接 し て い る 洗濯物十場 に は ヒ ヨ コ 羽毛な ど が多量 セこ

飛散 し ，しか も数年来 こ の 物干場 に 来 る と呼吸困難発作

を お こ し て い る な どの こ とか ら ，本 例も第 1 例 と 同 じく

ヒ ヨ コ 羽毛 を起因 抗 原 とす る 気管支喘息で は な、1か と考
え られた ．そ し て．各種抗原液に よ る 皮内反応 で は ヒ ヨ コ

羽 毛に 強陽性を示 し た ほ か ，熟蚕 尿，ヵ ソ ジ ダ ，リ ン 毛

な ど に も陽性を示 した ．また ヒ ヨ コ 羽毛 を 抗原 と した 眼

反応 ，PK 反応 お よび 吸 入 誘発試験 に も陽性 で あつ た ．

し か し ， 皮内反応陽性 で あっ た 熱蚕 尿 ， カ ソ ジ ダ，リ ン

毛な どの 吸入 で は な ん ら の 症状もお こ らず，1 秒肺活量

に も変化を きた さな か つ た ．以上 の 点か ら ， 本 例も ヒ ョ

コ 羽毛を起 因抗原 とす る 吸入性 ア レ ル ギ ー性喘息と診断

し た わ け で あ る ．

　ま た ，こ の 2 例は ともに ヒ ヨ コ の 前段階 で あ る鶏卵の

成分 に 対 して 皮内反応陰性で あ つ た こ とは きわ め て興味

ある点で ある ．

　 こ こ で 報告した 2 例 の 起 因抗原 で あ る ヒ ヨ コ 羽毛 は 成

鶏 の 羽毛 と同一
の 抗原性を もつ もの か 否 か を み る た め ，

われわれ は 症例 工の 患者に わ れ わ れ の 作製 し た 成鶏羽毛

N 工工
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3B−（692） ヒ ＝ コ 喘 息 の 2 例

抽出液て 皮内反応 を 行 な つ た と こ ろ 陽性 で あつ た の で ，

ヒ ヨ コ 羽毛抗原液 と成鶏羽毛抗 原液 との 中和試験を行な

つ た と こ ろ 両 者 は 祁 互 に まつ た く中和 され た ，し た が つ

て ヒ ヨ コ 羽毛 と成鶏羽毛 とは 症 倒 1 に 対す る 即時型 ア レ

ル ギ
ー
反応に お い て は ，同

一
の 抗凍性を も っ も の と 考え

られ る ．しか し ，
ヒ ヨ コ羽毛 の 伝 うが 物理 的刺激 て

』
容易

に 細片化す る た め ，吸 入 されやす く起因抗原 とな りやす

い もの と思わ れ る．

　
一

定 の 職業 に従 事す ろ 二 とに よつ て 発症す る 職業性 ア

レ ル ギ ー性 喘 息 が 最 近 注 目さ れ て き て 1．　．る ，当 教 室 に お

い て は す で に 七 条が 発見命名 した コ ン ニ
〜
・
ク 喘 息

E，り
を

は じめ ，まぶ 廴．鳴息
f）31 ゆ

，家蚕 リ ン 毛 喘 息
u ｝獄， シ イ

タ ケ 胞子喘息
T：’）la 〕

，
セ メ ン ト喘怠

≡5，
など本邦 に お け る 代

表的な職業性喘息 に つ い て 報告 して きた が，こ の ほ か ，

ホ ヤ 嘴息
剛

7 ’
，リ ヨ ウ ブ喘息

；°1乙9
などもよ く知 ら 2・1て お

り．さ らに 米杉
鋤 ，ラ ワ ン

’
材

鳴
7 獣毛

！／；．ク ワ 材
‘：〕

ヒ カ

ゲ の カ ズ ラ 胞子
：：），そば 隅

な どに よ る 嚇患 が 引 ぎ続 き報

告され て い る が ，こ こ に報告 した ヒ S コ 喘息 も職業 との

密接 な関 連が み とめ られ る の で ，職 業性 ア L・“L ギ ー性 瑞

息 の
一

種 と考え られ ，職業性喘息に あ らた に 加 ま．1）る も

の と考えられ る ．

　 こ れ ら 職 業性 ア レ ル ギ ー嫉瑞息患老 に つ い て 共通 し て

い る こ とは ，生 活 の 経 済的 基盤 を な して い る 職 場 に は い

る と細片化 し た 起因抗原を 吸 7、し喘息症状 の 悪化 を 招来

する た め ，大 多数の 患者 は 経済的危機感が強 く転職 を よ

ぎなくされた もの もい る ほ どで あ る ．

　群罵県 下 で は 2  ヵ 所 の 翳化湯があるが，・二 の うち 泌塵

装置 が 設置 さ 飯 て い る の は わ ず オ辺 ヵ 所 に す きな い
；．
．

起因抜原 を 可能な か ぎ り除去す る ため の 努力は 発作発現

予防 の た め 、ぜ ひ と も必要 な 二 と と考え られ る ．

　す で に 報告さ毒 た 職業性 ア レ ．’：・ギ ー性 喘息 の 起因抗 原

に つ い て み る と， ＝ γ ニ ャ
グ ，未杉 ， ラ ワ ン 材 ， ll

ヨ ウ

ブ 樗，ク ワ 材．シ イ タ ケ 胞子 ，ヒ カ ゲ の カ ズ ラ 胞 f：な と

植物性 の もの が多 く，鉱 物性起閃物質と し て は セ メ ン ト

が 報告 され て い る ，ま た 動物 性 の もの で は ，まぶ し，家

蚕 ジン 毛な ど 昆虫類由 気 の もの の ほ か 獣毛 ．ホ ヤが知 ら

れ．て い る 孟二，鳥類 の 成分に よ る もの は こ こ に 報告 した ヒ

ョ コ 喘息が 最初で あ る と考 え られ る ．

　E｝
’ckman （三968）

25 〕

お よ び F三nk （1968）
殉

らの 報告 した

pigeon　breeder’s　 lung は ノ・トの 羽 に ．寄生 した 真菌…こ よ る

ア レ ル ギ ー
性肺胞炎 で あ り、皮内反応，胸部 X 線所見 な

どか ら ヒ ヨ コ 稀息と pigeon 　breetier
’
s　lung と；よ異質 の も

の で ある こ とは 明 ら か で あ る ．

ttt　語

　わ れ わ れ は ピ コ コ 羽毛を吸 入 す る と呼吸饅難発1乍を 招

来す る 2 倒 に つ い て ，種 々 ア レ ル ギ ー学 的検査 を 行な っ

た 結果 ，こ れ らが ヒ ヨ コ 羽毛を起因抗漂 とす る 吸 入 性 ア

レ ル ギ ー｛生喘息 で あ る こ と を 確 か め え た の で ，ヒ 三 コ 喘

息 と 念 名 し職 業 性 ア レ ／L ギ
ー

性喘息の 1籍種 と し て 報告

した ．

　稿 を 終 わ る に の ぞ み 御 尽 力 い た だ い た 群馬 県 県 庁 畜 牽

科 書 田 恵 米 氏 に 深謝 す る と と も に ，御 協力 して い た だ い

た 桐 生 厚 生 総合 病 院．群 馬 県 立 棄毛 病 院 お よ び 当教 室 t；）

各位 に 感謝 の 意 を 表 し ま す．

　ム 譌 文 の 要 旨は 第 79回 日 本 結 核 病 学 会 関東支部，第 1b

回 ｝1本 胸 部 疾 患 学 会 関 東 支 部 合 同 学 会 に お い て 発裹 予 定

で あ る．
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ABSTRACTS  OF  ORIGINALS

           Chronic Arthritis Resembling  Rheumatoid  Arthritis Induced  Experi!nentally  by

                                      Enteric Bacteria

                                       Shigehisa Aoki

                       Department  of  Patho]og>;, Osaka  Medical Col]ege

    E･xperimenta]  production of  rheumatoid  arthritis  <RA) duc to enteric  hacteria was  undertaken

to elucidate  rhe  pathogenesis of  RA  from a  standpoint  of  infectlen and  immunlty. C"ontinuous
hyperimmunization of  rabblts  with  heat-killed Escherichia celi  O:14 (enclotoxic substance)  containing

a  common  enterobaeterial  antigen  and  Freund's  incornplete adiuvant  has resulted  in a"ima]s  with

chrenic  arthritis  resemblin.u  RA,

    A  serum  factor (rheumatoid factor likc substance:  RFLS)  which  resembled  the  human  rheumatoid

factor CRF) has  also  been  induced  in the  hyperinin]unized  rabbits.  In addition,  an  antibody  to

synovial  tisgue antigens  which  was  considered  to be  autoantibociy  was  detectad ln the  sera  of  the

arthritic  rabbits.

    In immuneHuorescent  examinations,  RFLS  in the  synovial  Lissues  was  primarily present in the

cytoplasm  of  plasma  cells and  mononuclear  c.ells, occasionaJly  in free state. IgM  was  also  detected hi
sirnilar  area.  IgG  u'as  main]y  observed  in the  synovial  layer. Furthermore, the  mixed  staining  using

rhodamine  afid  fluorescein conjugates  revealcd  ihe  localization ef  IgG-Si., complex,  IgG-RFLS  com-

plex ",as  also  seen  i]i tl]e synovial  tissues. 1･loreover, smaller  amount  of  sensitizing  anTigen  was  found
in thc  svnovial  tlsgues.      i

    1'hese findings suggest  tha{ autoimmunc  rnechanism  due  ro  modified  s,ynovial  tissue  antigens  with

endotoxic  substance  of  E, coli  O:14  mighL  be  responsible  for the  occurrence  ef  the  arthritis  and  that  this

experimental  condi.tion  might  provide  a  now  model  for the  study  of  RA.

                       Bronchial Asthma  Cau.sed by Feathcrs  of  Chickc･ns

             1'oshikazu  Nemoto,  Shigeye Hayashi, Mameru  Yamada,  Tadanori  Konclo,

                             Sctsuo Kobayashi and  Kejiro Shichijo

           First Pepartment  of  Intcrnal  Medicine,  School of  Medicine,  Gunma  University

    It was  found  that  dyspnea  attacks  of  t",o  cases  might  be related  to feathers nf  chickens.  As a

result  of  some  aNcrgic  investigations, these twe  cases  were  cmifirnied  te be alleTgic  inha}atkre as{hma

caused  by feathers of  chickens.  So  this  asthma  was  named  
"Hiyoko

 Asthma:' {``Hiyoko" means

chicken  in Japanese) ,

    Case  1 : A  man  Ag.ed sixty  years, the chief  of  a  hatching  p!ace,

    Since 1966, he  has  had  a  coug'h  and  a  dyspnean after  entering  his hatching place. On  December,

1970, the remarkable  d)'spnea attacked  hi]n as  soon  as  inhalation  of  rnassive  chicken  feathers for
treating  viny]  of  the  hatching  place.
    Case 2: A  xs･oman  aged  fifty years, a  housc ;vife,

    She vislted  Dur  clinic  because  of  cemp!aint  of  dyspnea  attacks  when  she  worked  in her garden
whore  feathers of  chickens  came  flying ft'om the  neighboT  chickcn  pen,
    In these  two  cases,  the  intracutaneous  tests, conjunctival  tests and  Prausnitz-KUstner passive
transfer  tests  with  the  extract  from chicken  feathers prepared in our  laboratery,  were  cai'ried  out,  and
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positive reac{ions  "'eve  obtained.  In proN,ocative ti!halaL{en tests using.  the  extract  d},spnea  and

decrease of  FEXJ 1,O s-'as  observed  in these  tvvo ca$es,

               Studies on  Antigenic  Substances of  Bronchial As{hma  in Sericulture

                                     {'2nd Reportl:･

                   Setsuo Kobayashi, :'sugio Nakazawa  and  ShunJi Yo$hida

          First DeparLrnent  of  Internal )Lledicine, S' cheol  of  Adedicine, Gunma  Uiiiversity

    ln previous rcport,  Tipe  larya urine,  scnle  fi'om moth,  couoon  rhrysalig  and  sericin  "'ere  contributed

as  the  al]ergens  of  occupational  asthma  in sericulture,

    
'i'he

 antig.enic  interrelation among  these allernu.ens  "'ere  ins,estigatEd in this repert,  A.nether at-
tempt  was  mRde  tn cornpare  thc  antigenicity  betvveen above-mentioned  antigens  and  the  extracts'  from

ordinai'y  moth.  After heatinF., the  antigenicities  for pyeeipitativris to the  rabbit  antisera  were  lost in the

ripe  lavN,a urine,  and  in the 3cale  fi'om n]oth.

    Antigenic  substanees  o{' seric{n  and  ot' a  part of  cocoon  c;hr'ysalis  "'ere  revealed  relative  heatstabilit}'

in the  precipitation reactions.

    Ho"'ever,  lhe  antigenicity  proved  by skin  test.s "'ere  equaHy  hcatstable in above.mentioned  four

antlgens.   L.

    NeuLralization  test of  I'rausnitz-KUstnev  slzowed  that  the  scale  has an  anti..v-e"  bEsidcs the Tlpe

larva urine,  and  the  cocoon  chrysalis  also  has an  ant{gen  besides the  scale  and  the ripe  larva upine.

    Extract  il'om ordinary  nioths  including' Sphin.cridae obset'ved  in summer  seasQn  of  Gumna  pre-
fecture was  testcd  to  the  anli-ripc  }arva urine,  rhe  anti-seale,  the  anti-cc)coen  chr>'salis  and  {he  anti-

ser{cin  rabbit  antisera  in precipitation reactiens,  II/he ripe  larva urine,'  the  sca!e  and  the  coceon

chrysalls  were  shown  cross-antigenicit):  to these  moths,  whereas  thc  sericin  was  not,

                        A  StudF' en  
"Alunus-

 Japonica'' Pollen Asthma

                           Tamiko  Mizutani  and  \oko  Ftajisaki

                        Departrnent oi' PediattUcs, Niigata Universit>.

                          (Director! Professor Osamu  Kobayashi;,

                                     
'S-linoru

 Baba

                          Pediarric Clinic, Doai Memorial  Hospital

                         iDirector; Doctor ?v'lotovuki }vfitsukawa'/                         t t t

                                   Akira  Yoshizuml

                                Sagju  Prefecturar Ho$pital

    ,ALbundant distribut{on ()t" 
``A}unus

 japonica" }vas  suspected  as  a  causc  ot' pellen asthma  in

NSiuffa{a dls{ricl and  two  t>'pical cases  were  repovted,

    1. Pellcn of  
(EAIunus

 .iaponica" "'ere  observed  bet"'een middle  ol' pt'Iarch and  midd]e  of  May  and

the highesL number  of  pollen M'as  obserx'ed  betis,een the  end  of  April a-cl  begi]mtng of  Ata>r.

    2. Positive rate  of  skin  test using  lrl,OOO solutinn  were  25.79t, (27 cases  out  of  I05> in Niigata

district and  11,lYb !14  cases  out  of  36;: in 1'okyo  distTict re$pective}y.

    3. Dilution tests ss.ere  carried  out  in l5 cases,  and  the  threshe]d  of  the  pesltlve reactions  were
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